
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 平成30年度 第3回 滋賀県がん診療連携協議会緩和ケア推進部会  

開 催 日 時 平成31年3月14日（木） １８：００～１９：３０ 

開 催 場 所 滋賀県立総合病院 新館４階講堂 

出 席 者 【部会員】 

県立総合病院         花木 宏治（部会長） 

公立甲賀病院         岡垣 哲弥（副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  遠藤 善裕 

滋賀医科大学医学部附属病院  西川 誠人 

大津赤十字病院        三宅 直樹 

大津赤十字病院        徳谷 理恵 

滋賀県立総合病院       吉田 智美 

滋賀県立総合病院       冨永 千鶴 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 

公立甲賀病院         小嵜 伊都子 

彦根市立病院         秋宗 美紀 

市立長浜病院         田久保 康隆 

市立長浜病院         宮崎 惠子 

高島市民病院         天野 明美 

市立大津市民病院       津田  真 

市立大津市民病院       杉江 礼子 

草津総合病院         堀  泰祐 

済生会滋賀県病院       権   哲 

近江八幡市立総合医療センター 赤松 尚明 

長浜赤十字病院        中村 一郎 

東近江総合医療センター    坂野 祐司 

ヴォーリズ記念病院      奥野 貴史 

ヴォーリズ記念病院      谷川 弘子 

岩本整形外科         岩本 貴志 

滋賀県医師会         堀出 直樹 

滋賀県歯科医師会       水舩 展克 

滋賀県薬剤師会        柏井 眞弓 

滋賀県歯科衛生士会      村西 加寿美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 八木 政廣 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 奥井 さよ子 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

 

【事務局】 

滋賀県立総合病院       大橋 純子 

滋賀県立総合病院       湊山 祐一 

滋賀県立総合病院       田中 幹也           

（敬称略） 

欠 席 者 【部会員】 

彦根市立病院         黒丸 尊治（副部会長） 

高島市民病院         武田 佳久 

滋賀県看護協会        日永 めぐみ 

（敬称略） 



 

議 事 概 要 1．平成30年度緩和ケア推進部会の取組評価（案）について 

（事務局） 

   部会、緩和ケア研修会、ELNEC-J研修会、緩和ケアチーム研修会とも予定どおり実施。9

/30開催予定であったホスピスデー県民公開講座は台風のため中止としたものの、開催

準備や中止決定の際の連絡調整も滞りなく処理したため最終評価としてはＡ評価とす

る事務局案を提示。了承を得る 

 

2．滋賀県緩和ケア研修会について 

①平成30年度緩和ケア研修会の開催結果について 

  ＊第6回済生会滋賀県病院から説明 

   ・11/23の開催。19名受講。内訳は医師8名、看護師9名、薬剤師2名。 

・メディカルスタッフへも参加が拡がった。また開業医の参加もありコミュニケー

ションのツールとしても利用していきたい。 

   ・e-learningの振り返りは、特別に資料は用意せず、事前にとりあげてほしい部分をア

ンケートで聞いてポイントをしぼって進めた。 

  ＊第7回草津総合病院から説明 

・2/10の開催。29名受講。内訳は医師・歯科医師17名、看護師7名、薬剤師3名、臨床

心理士1名、管理栄養士1名。 

・e-leaningの振り返りの講義のスライドが多くすべてに触れると冗長すぎるので、来

年度はまとめたようなものを準備する等見直しをしたい。 

・ＡＣＰについて関心が高いので、e-learningの振り返り等で重点的にふれる等検討

したい。 

＊第8回滋賀医大医学部附属病院から説明 

・3/2の開催。56名受講。内訳は医師55名、栄養士1名。 

・2年目の研修医ほか、受講対象の医師は100％受講になった。 

・e-learningが入って集合研修が1日になってよかったという意見もあり、e-learning

でなく講義の方がよいという意見もあった。 

＊第9回公立甲賀病院から説明 

・3/2の開催。16名受講。内訳は医師6名、看護師9名、管理栄養士1名。医師のうち2名

は今回開催指針が新しくなったということで再受講されたもの。 

・e-learningの振り返りは集合研修に関わる部分に重点をおいて実施。また昨年度ま

でのハンドブックの残部やオピオイド換算表等の追加資料を配布した。 

 （医師会） 

草津総合病院で今回、緩和ケア研修会を受講。新指針の変更点を強調いただければ、受 

講済みの緩和ケアに関心の高い開業医の先生が再受講される可能性がある。自分は初め 

て受講して大変勉強になり、今後活用できることも多くあったと感じた。 

 （部会長） 

地域連携のためとして初めて受講いただくこともよいし、薬剤や意思決定支援等、研

修内容がブラッシュアップしており再度受講いただく価値もあると考える。 

 

②平成31年度緩和ケア研修会の開催についての提案事項について 

（彦根市立病院からの提案） 

「受講者の確保に難渋している状況、また緩和ケア研修会の開催が拠点病院指定の要件

から外れたこともあり、次年度の開催の有無を検討中。部会の意見をいただきたい」 

 （草津総合病院） 

緩和ケア研修会の開催は手間もかかるのですべての病院で開催する必要はないと思う 

が、研修医等が受講できる機会は確保すべき。 

 （大津赤十字病院） 

もし彦根市立病院が開催されないのであれば、他病院での開催分に彦根市立病院の研 

修医を優先的に受け入れる等の配慮をしてはどうか。 



 

 （部会長） 

隔年開催等でもよいのでは。他病院での受講を促す等、研修医の受講機会が確保され 

るのであればよいのではないか。また地域連携の講義部分に各病院の地域性を入れる 

部分があるが、その分は別の機会にフォローされたい。 

 

③新指針･緩和ケア研修会に係る来年度への申し送り事項について 

 （部会長） 

e-leaning部分のテキストについては緩和医療学会に要望している。他からも要望が 

あがっているようなので今後対応されるかもしれない。またe-learningの振り返り 

部分については集合研修で活用する部分や受講者の希望される部分等、各病院で重 

点を置く部分を工夫して進めていただきたい。 

（公立甲賀病院） 

    現在のe-leaningの画面印刷は困難。印刷できる方法を要望したい。 

 

3．ＥＬＮＥＣ－Ｊ研修会について 

 （県立総合病院） 

   今年度2回目の彦根市立病院会場分は33名修了。また、今回、新しい指導者が4名誕生。

南部と北部での開催の希望があり、来年度は大津赤十字病院と彦根市立病院で開催。大

津赤十字病院では初開催となる。 

 

4．世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座について 

（彦根市立病院） 

前回の部会で協議したとおり、H30年度に台風で中止となった分を来年度に再度調整。

9/22（日）開催予定で、会場も同様にひこね市文化プラザ、講師も同じく長尾和宏先

生で現在準備中。 

 

5．緩和ケアチーム研修会について 

（部会長） 

  ・昨年度、今年度と、各病院の課題を抽出し解決策を検討するという方法で2回実施。 

  ・次年度の開催について、事前に拠点病院と支援病院にアンケートを実施。 

  ・支援病院からは、 

・緩和ケアチーム研修会の参加は、課題見直し、解決への立案など、有意義であった。 

・支援病院だけの研修会を作るのは難しい。 

・拠点病院のキャパで支援病院の参加の有無を決める。もしくは希望のある支援病院 

に見学参加いただく。 

  ・拠点病院からは、 

   ・支援病院の参加は事前予約制で、拠点病院のキャパに応じて参加数を決めて募集、 

参加でない場合は希望に応じて見学可。 

   ・テーマは県全体で共通した課題に具体的に絞って決める。 

   ・開催順は拠点病院間で1年ごとに開催地を変える。9月開催をめどに開催。 

   ・事務手続きは、案内、募集、受講決定、事前アンケート、修了証は部会事務局。開 

催の見直しは一周回った時に、開催形式、内容の基本を見直す。 

（滋賀医大附属病院） 

持ち回りとなっているが、指導者養成研修に参加しているのは拠点病院の県総のみ。 

指導者研修を受講した方が担当するのがいいのではないか。 

 （部会長） 

現時点では指導者研修の受講は県拠点のみであるが、丸投げはなく県総も関わりなが 

ら進めるので、会場については持ち回りでお願いしたい。 

 （大津赤十字病院） 

持ち回りにより病院によってレベルがばらつく懸念を感じるが、といって毎回県総が 



 

担当となると県総の負担が大きい。県総のサポートを受けながら会場を回していくの 

がよいのではないか。 

 （部会長） 

マニュアル等はきちんと整備していきたいと考えている。また当院としても毎回主催者 

でなく、研修受講をしたいという思いもある。 

 （大津赤十字病院） 

研修内容としてＰＤＣＡにこだわらないといけないのか 

 （部会長） 

特にこだわらない。違う内容でもかまわない。本日出たご意見やアンケート結果をふま 

えながら、今後検討を進めていきたい。  

 

6．その他（報告・連絡事項） 

（県立総合病院） 

・緩和ケア推進部会アンケート集計について  

・前回の部会で依頼を行ったアンケートの集計結果について説明 

・院内の緩和ケアの質の改善取組状況は絶対評価となっているので一概に比較はでき 

 ないが各病院の状況を見ながら参考にしていただきたい。意思決定支援に関する取 

り組みについては関心は高いが始まったばかりという状況。集計結果から各病院の 

状況を参考にして活用いただきたい。 

 

（滋賀県がん患者団体連絡協議会） 

  ・医療者の方に緩和ケアの心を学んで実践いただきたいというのが患者会の思いである。 

・緩和ケア研修会は薬剤師さん、病院だけでなく薬局の方にも案内いただきたい。 

・意思決定支援については、患者は素人であり、医師に比べて非常に大きな知識量の格差 

があるので、医師の説明をどれだけ理解できているかを確認しながらお話をしていただ 

きたい。時間がない中、申し訳ないが患者の意思決定はかなり時間を要する。1回の説

明では意思決定ができるレベルに達しない。また患者はどんなデータを信じたらよい

かを導いていただきたい。 

  ・体の痛みに関するＤＶＤを作成。時間は30分程度、患者の生の声が入っているのでぜひ 

活用いただきたい。 

 （部会長） 

ＤＶＤを短縮版にして、緩和ケア研修会で活用できるようにしたい。 

 

（滋賀医大附属病院） 

10/12（土）～13日（日）にリレーフォーライフジャパン2019を滋賀医大で開催。日本 

で唯一、学生主体で実施する。またご指導いただきたい。 

    

（草津総合病院） 

緩和ケア病棟のない病院は緩和ケアチーム活動が中心となる。多職種連携、特に薬剤師 

の役割が大きい。緩和ケアチーム研修会の中で各病院での取組状況を共有できる場があ 

れば参考になる。 

 

そ の 他 平成31年度第1回の部会は6月頃の木曜日で調整予定。 

  

以上のとおり報告します。                           平成31年3月28日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   緩和ケア推進部会 部会長 花木 宏治 


